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今
年
も
花
ま
つ
り
（
子
ど
も
会
）
を

開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は
ご
門
徒

の
み
に
案
内
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
娘
の
幼
稚
園
の
友
達
に
も
声
を
掛

け
、
十
五
人
ほ
ど
の
大
人
と
子
ど
も
が

集
ま
り
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
本
堂
で
お
勤
め
を
し
、
お
話
、

ゲ
ー
ム
の
あ
と
、
炭
火
で
パ
ン
を
焼
き

ま
し
た
。
最
初
は
竹
に
パ
ン
生
地
を
巻

き
付
け
る
こ
と
も
苦
戦
し
い
て
い
ま
し

た
が
、
何
回
も
作
る
う
ち
に
終
わ
り
の

こ
ろ
に
は
み
ん
な
売
り
物
み
た
い
に
上

手
に
焼
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

来
年
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。
み
な

さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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本
年
も
永
代
経
法
要
を
厳
修
い
た
し

ま
し
た
。
永
代
経
法
要
と
は
、
永
代
に

わ
た
り
お
経
（
教
え
）
が
大
切
に
受
け

継
が
れ
る
こ
と
を
願
い
お
勤
め
す
る
法

要
で
す
。 

 

多
く
の
方
に
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

               

◆
永
代
経
お
手
伝
い 

 

永
代
経

を
お
手
伝

い
し

て
い
た
だ

い
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

川
瀬 

き
ぬ
ゑ 

 

郡
司 

三
郎 

高
田 

ト
ヨ 

 
 

宝
田 

満
男 

宝
田 

康
子 

 
 

滝
口 

泉 

滝
口 

和
彦 

 
 

根
岸 

千
栄
子 

早
矢
仕 

昌
治 

 

平
山 

邦
男 

横
澤 

正
克 

 
 

横
山 

ナ
ヲ 

若
井 

武
久 

 
 

渡
邉 

京
子 

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）  

お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
今
後
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 
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◆
お
み
が
き
奉
仕
の
つ
ど
い 

 
 

 
 

 
 

 

五
月
二
十
日
（
日
） 

 

お
み
が
き

奉
仕

の
つ
ど
い
に
ご

参

加
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

川
瀬 

き
ぬ
ゑ 

 

君
塚 

保
子 

楠 
 

安
子 

 
 

滝
口 

泉 

本
田 

有
希 

 
 

本
田 

唯
果 

本
田 

彰
一 

 
 

本
田 

信
子 

山
本 

恭
子 

 
 

山
本 

沙
耶
佳 

山
本 

豊
子 

 
 

渡
邉 

京
子 

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

 

お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

次
回
は
十
月
二
十
日
（
土
）
に
行
い

ま
す
。 
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五
月
二
十
二
日
（
火
）
、
東
京1

組
研

修
参
拝
旅
行
が
開
催
さ
れ
、
本
願
寺
横

浜
別
院
、
横
浜
中
華
街
、
日
本
郵
船
歴

史
博
物
館
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

回
、
副
住
職
と
一
緒
に
参
加
さ
れ
た
平

山
邦
男
さ
ん
よ
り
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

東
京
一
組
研
修
参
拝
旅
行
に 

参
加
し
て 

平
山 

邦
男 

（
東
京
都
墨
田
区
在
住
） 

 

ス
カ
イ
ツ
リ
ー

が
オ
ー
プ
ン

し
た

五
月
二
十
二
日
、
東
京
一
組
研
修
参
拝

旅
行
が
あ
り
、
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
東
京
一
組
二
十
四
ヶ
寺
の
中

か
ら
三
十
四
名
が
参
加
し
、
本
願
寺
横

浜
別
院
を
参
拝
し
、
横
浜
市
内
を
散
策

す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
し
た
。
あ
い
に
く

の
雨
の
中
入
谷
か
ら
高
速
に
入
り
、
十

時
す
ぎ
に
港
南
区
に
あ
る
本
願
寺
横
浜

別
院
に
到
着
。
早
速
、
本
堂
に
案
内
さ

れ
全
員
で
参
拝
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
本
願
寺
横
浜
別
院
の
沿
革
に
つ
い

て
、
竹
部
輪
番
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

本
願
寺
横
浜
別
院
は
、
明
治
五
年
、
本

願
寺
浅
草
別
院
の
出
張
所
と
し
て
建
立

以
来
、
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
中
で
、

過
去
三
回
焼
失
の
苦
難
が
あ
っ
た
様
で

す
。
平
成
十
九
年
、
創
立
百
周
年
記
念

法
要
が
あ
り
、
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
『
親
鸞
聖
人
の
神
奈
川
（
相
模
の
国
）

に
残
し
た
足
跡
』
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
し
た

と
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
余
談
で
す

が
、
落
語
家
の
桂
歌
丸
さ
ん
は
こ
の
別

院
の
檀
家
の
一
人
だ
そ
う
で
す
。 

 

そ
の
後
、
バ
ス
を
走
ら
せ
て
横
浜
中

華
街
に
行
き
ま
し
た
。
點
心
酒
家
「
招

福
門
」
で
飲
茶
の
昼
食
を
致
し
ま
し
た
。

ア
ツ
ア
ツ
の
点
心
を
お
い
し
く
食
べ
、

満
足
満
足
の
食
事
で
し
た
。
そ
れ
に
中

華
ま
ん
を
お
土
産
に
い
た
だ
き
恐
縮
し

た
次
第
で
す
。 

 

最
後
に
海
岸
通
に
あ
る
日
本
郵
船
歴

史
博
物
館
に
行
き
、
明
治
か
ら
の
船
の

歴
史
を
ゆ
っ
く
り
見
学
し
ま
し
た
。
あ

る
時
期
は
日
本
の
戦
争
の
歴
史
で
も
あ
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り
、
悲
し
い
時
代
も
あ
っ
た
と
再
確
認

し
ま
し
た
。
今
は
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
な

ど
で
大
量
の
物
資
を
運
ん
で
日
本
経
済

に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
研
修
参
拝
旅
行
は
、
一
日
中

雨
で
残
念
で
し
た
が
、
横
浜
別
院
に
参

拝
し
て
「
心
が
洗
わ
れ
」
、
中
華
街
で
「
美

味
し
い
飲
茶
を
頂
き
」
、
横
浜
港
で
「
船

の
歴
史
を
見
学
」
し
て
、
一
寸
贅
沢
を

さ
せ
て
頂
い
た
楽
し
い
ツ
ア
ー
で
し
た
。 

         

                    

◎
四
月
二
十
四
日
～
二
十
六
日 

宮
城
県 

牡
鹿
半
島 

念
珠
作
り
、
居
酒
屋
、
片
づ
け 

  

牡
鹿
半
島
は
石
巻
市
か
ら
三
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、「
陸
の
孤
島
」
と
も
言
わ
れ

て
お
り
、
震
災
当
初
は
道
路
が
津
波
に

よ
り
分
断
さ
れ
、
ま
さ
に
孤
島
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
所
で
す
。
同
朋
社
会
推

進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
は
昨
年
の
六

月
以
来
、
二
回
目
の
訪
問
で
し
た
。 

 

活
動
場
所
の
牡
鹿
半
島
の
仮
設
住
宅

に
向
か
う
途
中
に
女
川
町
を
通
り
ま
し

た
。
道
は
き
れ
い
に
舗
装
さ
れ
苦
な
く

通
れ
ま
す
が
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

建
物
が
ま
だ
横
た
わ
っ
て
い
る
状
況
で

し
た
。 

 

現
地
に
着
い
て
テ
ン
ト
を
張
り
、
会

場
の
準
備
を
終
え
て
居
酒
屋
ス
タ
ー
ト
。

焼
肉
や
焼
き
鳥
、
お
惣
菜
、
も
ち
ろ
ん
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お
酒
も
提
供
し
ま
し
た
。
一
段
落
し
て

仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方
々
の
輪
に

入
り
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
場
で

翌
日
、
仮
設
住
宅
の
す
ぐ
隣
で
貝
の
養

殖
に
使
う
ア
ン
カ
ー
を
作
ら
れ
て
い
る

方
の
私
有
地
の
片
づ
け
が
決
ま
り
ま
し

た
。 

 

そ
の
私
有
地
に
は
洗
濯
機
や
木
片
、

ト
タ
ン
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が

散
乱
し
て
い
ま
し
た
。
二
時
間
ほ
ど
の

作
業
で
二
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
二
台
分
ほ
ど

の
瓦
礫
が
一
カ
所
に
集
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
瓦
礫
は
街
ご

と
に
一
カ
所
に
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
瓦

礫
を
ど
の
よ
う
に
処
分
す
る
か
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に

被
災
地
の
苦
労
や
不
安
、
怒
り
や
悲
し

み
が
ま
だ
ま
だ
多
く
あ
る
こ
と
に
、
改

め
て
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                  

◆
四
月
二
日
（
月
） 

 

児
連 

親
鸞
聖
人
お
誕
生
の
つ
ど
い 

◆
四
月
四
日
（
水
） 

 

原
発
問
題
に
関
す
る
学
習
会 

 

◆
四
月
十
四
日
（
土
） 

 

湾
岸
親
鸞
講
座
⑤ 

 

◆
四
月
二
十
一
日
（
土
） 

 

東
京
一
組 

門
徒
会
聞
法
会 

 

◆
六
月
一
日
（
金
） 

 

東
京
一
組 

懇
談
会 

 

◆
六
月
六
日
（
水
）
～
八
日
（
金
） 

 

児
連 

東
北
連
区
指
導
者
研
修
会 

 

◆
六
月
二
十
三
日
（
土
） 

 

湾
岸
親
鸞
講
座
⑥ 

な
ど
な
ど 
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四
月 

五
月 

六
月 
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※
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
、
お
気
軽
に
本
明
寺
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

◆
本
明
寺
聞
法
会 

期 

日
： 

 

二
〇
一
二
年 

七
月
二
十
二
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
八
月 

十
九
日
（
日
） 

九
月 
三
十
日
（
日
） 

十
一
月 
十
八
日
（
日
） 

十
二
月
二
十
三
日
（
日
） 

時 

間
：
十
五
時
～
十
七
時 

お 

話
：
本
田 

彰
一
（
本
明
寺
副
住
職
） 

テ
ー
マ
：
親
鸞
聖
人
に
人
生
を
学
ぶ 

（
親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
を
通
し
て
教
え
を
学
び
ま
す
） 

参
加
費
：
５
０
０
円 

 

一
緒
に
親
鸞
聖
人
が
歩
ま
れ
た
お
念
仏
の
教
え
に
学
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。
現
在
、
親
鸞
聖
人
二
十
九
才
、
法
然
上

人
と
出
遇
い
、
お
念
仏
の
教
え
に
帰
依
し
た
と
こ
ろ
を
学
ん

で
い
ま
す
。 

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

◆
本
明
寺 

報
恩
講
法
要 

期 

間
： 

十
月
二
十
七
日
（
土
）
十
五
時
：
逮
夜
法
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
伝
鈔
拝
読 

 
 

二
十
八
日
（
日
） 

九
時
：
晨
朝
法
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
三
時
：
日
中
法
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
四
時
：
法
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
五
時
：
お
斎 

 

浄
土
真
宗
に
と
っ
て
一
年
で
最
も
大
切
な
法
要
で
す
。 

◆
本
明
寺 

お
み
が
き
奉
仕
の
つ
ど
い 

期 

日:

十
月
二
十
日
（
土
） 

時 

間:

十
三
時
～
十
六
時 

 

一
緒
に
仏
具
を
き
れ
い
に
し
な
が
ら
お
話
を
し
ま
せ
ん
か
。 
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◆
湾
岸
親
鸞
講
座
（
市
民
講
座
） 

テ
ー
マ 

親
鸞
の
詩―

『
正
像
末
和
讚
』
に
学
ぶ―

 

日 

程 
①
二
〇
一
二
年 

八
月 

十
一
日 

② 
 

 
 

 
 

十
月 

十
三
日 

③ 
 

 
 

 

十
二
月 

十
五
日 

④
二
〇
一
三
年 

二
月 

十
六
日 

⑤ 
 

 
 

 
 

四
月 

二
十
日 

⑥ 
 

 
 

 
 

六
月
二
十
二
日 

講 

師 

木
越
康
氏
（
大
谷
大
学
准
教
授
） 

受
講
料 

１
，
０
０
０
円 

会 

場 

江
東
区
産
業
会
館 

東
京
都
江
東
区
東
陽
四‐

五‐

十
八 

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
「
東
陽
町
駅
」
４
番
出
口
横 

回忌 命終された年
2011年

(平成23年)
2010年

(平成22年)
2006年

(平成18年)
2000年

(平成12年)
1996年

(平成8年)
1990年

(平成2年)
1988年

(昭和63年)
1986年

(昭和61年)
1980年

(昭和55年)
1963年

(昭和38年)
1943年

(昭和18年)
1913年

(大正2年)

年忌案内

33回忌

50回忌

70回忌

100回忌

13回忌

17回忌

23回忌

(25回忌)

27回忌

2012年(平成24年)

1周忌

3回忌

7回忌

こ
の
よ
う
な
時
に
お
参
り
し
ま
す 

◆
法
事 

 
 

上
記
の
年
回
忌
や
四
十
九
日
法
要
な
ど 

◆
祥
月
命
日 

 
 

上
記
の
年
回
忌
以
外
の
当
月
命
日 

◆
月
命
日 

 
 

毎
月
の
命
日 

◆
春
秋
彼
岸 

 
 

春
季
（
三
月
）
、
秋
季
（
九
月
）
の
お
彼
岸 

◆
お
盆 

 
 

七
月
（
都
内
）
八
月
（
都
外
）
の
お
盆 

◆
そ
の
他
の
仏
事 

誕
生
記
念
、
入
学
祝
い
、
卒
業
祝
い
、
成
人
記
念
、
結

婚
式
、
お
内
仏
（
お
仏
壇
）
安
置
、
入
仏
式
な
ど
慶
弔

を
問
い
ま
せ
ん 

お
参
り
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
日
程
、
場
所
（
お
寺
、

ご
自
宅
、
墓
地
な
ど
）
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
一
ヵ
月
前
ま

で
に
お
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
に
添
え
な
い
場

合
も
ご
ざ
い
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 
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◆
私
た
ち
の
真
宗
◆ 

一
、
本
尊 

 

阿
弥
陀
如
来 

二
、
宗
祖 

 

親
鸞
聖
人 

三
、
宗
旨 

 

浄
土
真
宗 

四
、
宗
派 

 
真
宗
大
谷
派 

五
、
本
山 

 

真
宗
本
廟
（
京
都
・
東
本
願
寺
） 

六
、
経
典 

 

浄
土
三
部
経 

仏
説
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仏
説
観
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
仏
説
阿
弥
陀
経 

七
、
教
え 

 

本
願
を
信
じ
、
念
仏
も
う
さ
ば
仏
に
な
る 

八
、
称
名 

 

南
無
阿
弥
陀
仏 

九
、
勤
行 

 

正
信
偈
・
念
仏
・
和
讃
・
回
向
・
御
文 

十
、
宗
風 

 

礼
拝
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
朝
夕
に
勤
行
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

正
信
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
迷
信
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
歩
み
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

聞
法
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
仏
法
を
聴
聞
し
、
生
ま
れ
た
意
義
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
き
る
喜
び
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
》 

★
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
質
問
な
ど
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

★
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
す
ぐ
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

発
行 

真
宗
大
谷
派 

本
明
寺 
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あ
と
が
き 

▼
大
飯
原
発
再
稼
働
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
再
稼
働
に
向
か
っ
て
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て
原
発
事
故
が
起

き
て
、
ま
だ
一
年
半
も
経
っ
て
い
な
い
の
に…

。 

▼
娘
も
春
か
ら
年
中
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。 


